統計学：

まず、区間推定の例題ですが、
標本数nが30未満か30以上かで計算式が変わります。
 

標本数とは、母集団から抽出された数（人数）です。
 

例題では母集団が何人いるのか分かりませんが、
1つ目の問題では160人で30人以上、
2つ目の問題では15人で30人未満となっています。
 

標本数nが30以上の場合は、有意点1.96で計算できます。
標本数nが30未満の場合は、有意点1.96ではなく、自由度n-1のt分布に従います。
 

式における有意点の表現は以下の通りです。
 

 （n-1）←自由度
t
 （0.025）←2.5％ということ
 

t分布はテキストの178～179ページにあります。
仮に95％信頼区間と問題に書かれてあれば、両側検定の場合、
左に2.5％、右に2.5％と考えることが出来るため、
t分布表では5％ではなく、2.5％のところを見ます。
 

自由度とは、標本数から1を引いた数と考えていいと思います。
 

 

例題でのＭとは、平均値xのことです。
例題でのSDとは、標準偏差sのことです。
 

標本数ｎ、平均値M、標準偏差SDをそれぞれ式に代入すれば、信頼区間が出ます。
 

 
２つの平均値の差の検定は、昨年度の疫学でも一応やりました。
 

今回は対応のある場合の問題しか出ないので、プリントの63の例題が出来れば問題ないと思います。
 

対応のある２つのデータが前提の問題です。
 

例えば、同じ人の
昔の身長と今の身長とか、
昔の血圧と今の血圧とかです。
そういうデータがある人数分あるだけです。
 

検定統計量t0の式はプリントの62にあります。
 

d：差の平均値
Sd：差の標準偏差
ｎ：対の数
 

となっています。
 

ｎ：対の数となっているのは、対応のある２つのデータ（対）が前提だからで、結局何人いるのかが対の数になります。
 

差の平均値、差の標準偏差、どちらも「差」という言葉が出てきました。
つまり対となる２つのデータの差を求めなくてはいけないということです。
 

例題では、上から下を引いています。
 

例題では対の数n＝11人ですから、出てきた差のデータは11個になります。
その11個の数字の平均値dと標準偏差Sdを求め、統計量の式に代入します。
 

この時、電卓で計算の間違いをしやすいです。
 

例えば、
 

d=8
Sd=16
n=4
 

で計算してみてください。
0.25と出たら、間違いです。
1になったら、正解です。
 

間違っていたら明日、計算方法を誰かに聞いてください。僕でもいいです。
 

 
さて、差の検定では、まず帰無仮説を立てます。
例題では
 

帰無仮説：投与前後に差は無い。
対立仮説：投与前後に差がある。
 

そして、検定統計量t0を計算します。
この計算された検定統計量からグラフで言うところの右側の面積は
立てた仮説（帰無仮説）が起こる確率（正しい確率）を示しています。
 

統計量の数字が大きければ、グラフの右側の面積が小さくなります。
面積が小さいということは、仮説が起こる確率が小さくなります。
 

仮説の起こる確率が小さいということは、仮説は正しくないということになります。
その場合、「帰無仮説を棄却し、対立仮説を採用する」ということになります。
 

 

逆に、統計量の数字が大きければ、グラフの右側の面積が大きくなり、
立てた仮説が起こる確率が大きいということになり、
仮説は正しかった→だから仮説を採用するという流れになります。
 

 

では、統計量から右側の面積が小さい、大きいは何を基準にすればいいのでしょうか。
 

ここで有意水準が出てきます。例題では有意水準5％となっています。
 

両側検定では左右で5％なので、右側は2.5％です。
この2.5％とは、右側の面積が2.5％ということです。
 

これより小さければ確率が小さい（仮説棄却）、
これより大きければ確率が大きい（仮説採用）となります。
 

2.5％のままでは、比較のしようがないので、有意水準から有意点を調べます。
テキストの178ページにあります。
例題での自由度はｎ-1なので11-1で10人。
つまり、表の自由度10、2.5％のところにある数字が有意点となります。
 

 

統計量t0と有意点を比較することで、
統計量＞有意点の場合は帰無仮説を棄却、
統計量＜有意点の場合は帰無仮説を採用する。
 

となります。
 

例題では、統計量＞有意点なので、帰無仮説を棄却。
つまり「投与前後に差が無い・・・とは言えない」ということになり、
対立仮説を採用し、「投与前後に差がある」となる。
